在宅で暮らす肢体不自由児の入浴介助の現況と課題
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【目的】在宅における肢体不自由児の介助の負担軽減や、子どもの成長・子育ての変化に対応できる住宅の性能基準を検討するために、特に介助の必要性が高く介助負担が重い入浴に焦点をあて、介助の状況や浴室周りの環境の実態を明らかにする。
【方法】全国の肢体不自由特別支援学校のうち36都道府県44校に在籍する肢体不自由児の保護者を対象に、無記名の自記式質問紙調査を実施した。調査期間は2010年3月～5月。主な調査項目は、児の身体状況、浴室周りの環境、入浴介助の方法と体制、介助の負担感、入浴の困りごとなどである。収集したデータはSPSSを用いて分析した。倫理面は国立保健医療科学院疫学研究倫理審査専門委員会の承認を受けた（NIPH－IBRA#10015）。
【結果】調査票の配布総数は5,268、有効回収数は1,120（有効回収率21.3％）であった。対象児の年齢は6-18歳（平均11.9±3.5歳）、性別は男性55.4%、女性44.5%、身長は75-180㎝（平均132.2±17.6㎝）、体重は5.5-80㎏（平均28.0±12.6㎏）であった。障害の主な原因は、脳性マヒ58.8%、染色体異常11.3%であった。住宅は75.7%が持ち家であり、25.1%が対象児に配慮した浴室の改造を行っていた。入浴の主な介助者は「母親」59.0%、「父親」28.3%で、79.4％は週に3回以上入浴介助を行っており、65.2%は1人ですべての介助を行っていた。介助時の服装は「裸になる」が77.4%であり、94.1%が浴室で浴槽を使用しており、1回の入浴にかかる時間は平均37.7±15.9分であった。浴室への移動は、「抱きかかえ」が65.6%で、車イスやリフトの使用は少数であった。［脱衣］［着衣］の場所は「洗面脱衣室」よりも「居間」が多数であった。介助の負担感は対象児の姿勢や介助方法により異なり、［洗体・洗髪］では対象児を「抱きかかえた状態」や「床に寝かせた姿勢」で介助している場合に負担感が重く、［浴室出入り］［浴槽出入り］では「抱きかかえ」による介助の場合に負担感が重くなっていた。なお、対象児の体重が重くても「抱きかかえ」による出入りの介助は一定の割合を占めた。1回の入浴介助で対象児を抱きかかえる回数は平均4.0±3.5回（「常時」を除く）であった。59.1％は入浴介助中に危険（未遂や恐れを含む）を経験しており、その内訳は「転倒・転落・滑り」530件、「溺れ」109件、「ドア・壁・天井への衝突」93件、「入浴中の発作］43件、「気管切開部への湯水の浸入」28件であった。
【考察】肢体不自由児の在宅入浴介助においては、特に「抱きかかえ」をともなう行為で負担が大きい。また対象児の介助時の姿勢のあり方が介助の負担感に影響している。さらには約6割が入浴介助で過去に滑りや転倒、溺れなどの危険を経験している。このことから、対象児の体重に配慮して、「抱きかかえ」介助によらない適切な入浴介助のあり方（介助方法・住環境改善）の啓発・指導が必要である。
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